




結果 

今回われわれが試した方法によって精製されたプラスミドは,大腸菌の 1l 培養液当り 1.8

～2.Omg と以前の方法に比べて 5～10 倍に増収していることがわかった。また菌体回収か

ら精製プラスミドを得るまでに要する時間も 8時間程度であり,超遠心による方法(24～48

時間)と比較してはるかに時間を短縮することに成功した。 

このような遺伝子クローニング法を動物雑種細胞を用いる染色体クローニング法と組合せ

ることによって,染色体 DNA ライブラリーの設立もより容易となるであろう。またビオチン

標識のDNAプローブによるDNA診断技術の開発と相まって,本法による遺伝子クローニング

法は何ら特別な施設を必要としないことから,病院検査室における DNA 診断の展開もより

容易となることが期待される。 


